
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発責 教育・広報部 

2021年 8月 11日 №346 

 

ＪＲ東日本は4月28日

に「2020 年度期末決算」

を発表しました。単体決

算では新型コロナウイル

スの影響を受けて営業収

益（11,841 億円／対前年

△8,769 億円）、運輸収入

（9,543 億円／同△8,385

億円）が 2 期連続の減収、

かつ過去最低を記録。期

末決算としては初めて営

業損失（△4,785 億円）、

経常損失（△5,177 億円）、

当期純損失（△5,066 億

円）を計上しました。 

期末決算の発表を受

け、各マスコミは「ＪＲ

東日本 民営化後 初の赤

字」「ＪＲ東日本、21 年 3

月期は5,779億円の赤字」

など、センセーショナル

な見出しで報じていま

す。 

 

 

 

会社は同時に「変革の

スピードアップのための

投資計画」（2021 年度設

備投資計画）を発表しま

した。「変革 2027」の早

期実現に向けて、収益力

向上に資する成長投資を

積極的に実施していくほ

か、業務改革などに資す

る充填枠投資を着実に実

施するとしています。 

 

＜連結＞ 2021年度計画 2020年度実績  ＜単体＞ 2021年度計画 2020年度実績 

輸送サービス 4,240億円 4,516億円  合 計 5,510億円 5,348億円 

「2021年度第1四半期決算」と同日に発表された、「ＪＲ東日本グループレポート2021

（INTEGRATED REPORT）」には、グループ経営ビジョン「変革2027」および「変革のスピ

ードアップ」で掲げる成長戦略のほか、2020年度の事業活動に関する財務情報や ESG の取り

組み、2025年度までの数値目標などが掲載されています。 

その中で、運輸事業の【営業費用の見通し】（2025年度時点）として「人件費：2020年度と

同水準に抑制、修繕費：2,850億円程度に抑制、物件費その他：収入対応経費を除き、2020年

度と同水準に抑制」など「抑制」の文字が並んでいます。 

2025年度の運輸事業における営業収益は、コロナ前の2019年に匹敵する19,700億円、営業

利益は2019年度を超える2,520億円を目標としています。コロナ禍を乗り越え、目標を実現し

たその先に「社員の賃金や期末手当の削減に依存した」人件費の抑制があってはなりません。

現場社員は今、一丸となって今年度の黒字化達成と当社グループの持続的成長に向けて奮闘し

ています。私たち東日本ユニオンは黒字化を実現し、正当な労働対価、成果配分を求め、社員

の生活や未来への不安を払しょくすることをめざしています。 
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第 1四半期決算の対比 

ＪＲ東日本は 7 月 30 日に「2021 年度第 1 四半期決算」を発表しました。単体決算では新型

コロナウイルスの影響を受け、第 1 四半期決算としては過去 2 番目に低い営業収益、運輸収入

となりました。2 期連続で営業損失、経常損失、四半期純損失を計上するなど、大変厳しい業

績動向であることを受け止めつつも、昨年同時期よりも営業収益が 3,089 億円／対前年 775

億円・133.5％、運輸収入が 2,529 億円／対前年比 727 億円・140.4％であることや 2021 年度

通期の黒字の業績予想を変更しないことなど、決して悲観的な見通しばかりではないことも見

ていきましょう！ 


